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◎チラシ・写真（２ページ目に掲載）あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『絵本太閤記』は大坂の戯作者・武内確斎が大坂の挿絵師・岡田玉山と組んで出版した

一連の読本（小説）の一つで、寛政 9 年（1797 年）に初編が刊行された。同読本内で

は本能寺の変の後、光秀が枚方市と八幡市の境目にあたる洞ヶ峠に陣する筒井順慶へ酒

や肴（さかな）を贈る場面が描かれている。 

 

★受講者には、それぞれ２種類の専用の辞書（くずし字解読辞典、くずし字用例辞典）を

貸し出す。「専用の辞書を２種類用意できるのは全国でも珍しい」と同館の職員は話す。 

 

●日程（時間は全て午後２時～３時３０分を予定） 

7月コース 8月コース 9月コース 

① 7月８日 （木） 

② 7月 15日（木） 

③ 7月 22日（木・祝） 

④ 7月 29日（木） 

① ８月４日 （水） 

② ８月 11日（水） 

③ ８月 18日（水） 

④ ８月 25日（水） 

① ９月８日 （水） 

② ９月 15日（水） 

③ ９月 22日（水） 

④ ９月 29日（水） 

 ＊全コース同内容。 

 ＊先着順。申込状況によって日程調整をお願いする場合がある。 

●募集人数 各コース先着 12人（ただし 4回連続の受講が必要） 

●場所   枚方宿鍵屋資料館別棟２階大広間 

●受講料  １回 100円（別途入館料大人 200円必要）×４回分 

●持ち物  筆記用具（辞書は資料館で用意します） 

●申し込み 電話で枚方宿鍵屋資料館へ 

 

＜お問い合わせ＞ 

市立枚方宿鍵屋資料館 ☎・FAX：072-843-5128 

くずし字を学んで歴史をより楽しく 
枚方宿鍵屋資料館で「洞ヶ峠の日和見」に関する連続講座 

 

令和３年（2021年）６月 17日 

くずし字を学んで江戸時代の読本『絵本太閤記』から、歴史の一場面「洞ヶ峠の日

和見」を楽しむ連続講座を７月～９月に枚方宿鍵屋資料館（堤町 10‐27）で開催する。

「洞ヶ峠の日和見」とは本能寺の変のあとに起こった明智光秀と羽柴秀吉の戦い「山

崎合戦」で、大和の戦国武将・筒井順慶がその動向を傍観したとされる出来事のこと。

一般的には傍観していたとして知られる順慶だが、史実では洞ヶ峠には出陣せず、日

和見していたわけではない。連続講座では『絵本太閤記』内で、このエピソードがど

のように描かれているのか、くずし字専用の辞書を使いながら読み解いていく。 
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『絵本太閤記』より「光秀洞ヶ峠の筒井が陣へ酒肴を贈る図（枚方市所蔵） 






